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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成25年4月4日(2013.4.4)

【公表番号】特表2009-541636(P2009-541636A)
【公表日】平成21年11月26日(2009.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-047
【出願番号】特願2009-515899(P2009-515899)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｄ  45/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｄ  45/00    ３７４Ｃ
   Ｆ０２Ｄ  45/00    ３７４Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年1月17日(2013.1.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　パフォーマンスモードＰＭにおける、異なる実行ユニット２－ｉによるプログラムの実
行は、同期して、または同期せずに、行なわれることが可能である。パフォーマンスモー
ドでは、重複した処理は行なわれず、実行ユニット２－ｉは、異なる計算またはプログラ
ムを並行して実行する。純粋なパフォーマンス駆動モードＰＭにおいて、全入力信号Ｅｉ

が対応する出力信号Ａｉへと接続されるか、または導かれる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　構成可能な切り替えロジック部１Ｂでは、いくつの出力端子または出力信号Ａｉが設け
られているのかについて示される。さらに、切り替えロジック部１Ｂには、どの入力信号
Ｅｉがどの出力信号Ａｉに作用するのかについて格納される。従って、切り替えロジック
部１Ｂには、異なる出力信号Ａｉに入力信号Ｅｉを割り当てるマッピング関数（Ａｂｂｉ
ｌｄｕｎｇｓｆｕｎｋｔｉｏｎ）が格納されている。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　処理ロジック部１Ａは、各出力信号Ａｉについて、どのような形態で入力信号が各出力
信号に作用するのかについて定める。例えば、出力信号Ａ０は、入力信号Ｅ１、・・・、
Ｅｎによって生成される。これは、ｍ＝１ならば、単純に、入力信号の連結（Ｄｕｒｃｈ
ｓｃｈａｌｔｕｎｇ）に相当する。Ｍ＝２ならば、２つの入力信号Ｅ１、Ｅ２が互いに比
較される。この比較は、同期して、または同期せずに、回路１によって実行される。その
際、比較はビットごとに行なわれるか、または代替的に、有意なビットのみ互いに比較さ
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れる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　パフォーマンスモードＰＭから比較モードＶＭへの切り替えは、パフォーマンスモード
ＰＭでは、様々な信号出力部へとマッピングされるか、または、連結されている（ｄｕｒ
ｃｈｓｃｈａｌｔｅｎ）実行ユニット２－ｉが、比較モードＶＭでは、同じ信号出力部へ
とマッピングされるか、もしくは連結されることによって、一般的に行なわれる。このこ
とは、特に、実行ユニット２－ｉの部分集合が設けられることによって、実現される。そ
の際、パフォーマンス駆動モードＰＭでは、部分集合として考えるべき全入力信号Ｅｉが
、対応する出力信号Ａｉへと直接的に接続される。一方、比較モードＶＭでは、全入力信
号が１つの信号出力部へとマッピングされるか、または１つの信号出力部へと連結される
。代替的に、切り替えは、組み合わせが変更されることによって実現可能である。
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